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研究の背景

• D領域の資質・能力は，必要に応じてICTを活用し，
一連の統計的探究プロセスを通して育成される．

• 単元の集大成として，生徒が学習の成果を自力で
残すパフォーマンス課題を単元末に設けたい．
（日常生活や社会とのつながり）

• 社会においては個々のデータが度数分布表などに
加工された二次データの方が一次データよりも
多く，二次データを基に意思決定する学習活動も
重要．

• これまで蓄積されてきた実践研究の教材では，
個々の一次データを基に問題解決するものが多い．
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活動の成果物とその考察

→ 1～
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社会で公開されている量的データのほとんどが，
生のデータではなくヒストグラムや度数分布表
などに加工されて公開されている．
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• 授業で用いるデータ（柗元，2009）

• Cの中には，二次データが多くある．データの分析に
statlookやスグラパなどの統計アプリが使えない．

研究の背景

日常生活 社会

アンケートや実験等をすることで
資料（データセット）をつくる

A D

既に存在している資料（データ
セット）を使う

B C
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統計的探究プロセス

柗元新一郎（2009）．統計概念を理解し統計的に推論する授業．長崎栄三他編著．豊かな数学の授業を創る.明治図書．pp.154-163.

ルーラーキャッチ，
小遣い月額，小指ギャップ
10cmセンス，10秒センス

学習時間，睡眠時間，
タッチ・ザ・ナンバーズ

POSデータ，
日最高気温，

電池の耐久時間，
紙コプター

（例）中１の学習内容：相対度数，累積度数，累積相対度数，…

→表計算アプリ
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研究の目的・方法

研究の目的

• 「二次データを基に意思決定する問題解決に
ICTを活用する学習指導への示唆を得ること」
とする．

研究の方法

• 授業を実施し，生徒の取組の様子と成果物から
考察する．
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教材「貸し出し靴を
買い替えよう！」

文科省（2018）．中学校学習指導要領解説数学編．pp.93-94.

国立教育政策研究所（2016）．平成28年度全国学力・学習状況調
査解説書 中学校数学．pp.110-114.
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過去の電卓実践（藤原，2017；2018）

「貸し出し靴を買い替えよう！」

藤原大樹（2017）.統計的思考力の育成を目指した単元指導と評価(7)－相対度数を基に意思決定する数学的モデリングの授業－.日本数学教育学会誌臨時増刊.99.p.332.

藤原大樹（2018）.貸し出し靴を買い替えよう！．青山和裕編著．楽しく学ぶ中学数学の統計「データの活用」．東京図書．pp.142-153.

• 授業後に「予算について知り
たい」などの生徒意見あり

• 「8月のデータだけでよいの
か」という教員意見

• ２時間扱い
• 現実的な条件の考慮を意識
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Googleのアプリを用いた本実践
「貸し出し靴を買い替えよう！」
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【活動の流れ】（2h）
① Classroomで問題提示
② スプレッドシートで計算
③ スライドを作成する

（個人に割り当てられた課題→スライドを出席順に貼り付け）

Googleのアプリを用いた本実践
「貸し出し靴を買い替えよう！」

• 各自の成果物作成を重視．
• 現実的な条件の考慮を意識は

それほど重視しない．
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単元「データの分析と予測」の流れ
時 教材（主な活動） 学習のねらい［ICT］ 重視する相

1 ルーラーキャッチ（実験をする） データを収集する際の留意点を見いだす PrPlD

2 ルーラーキャッチ（全体の傾向をみる，自分の位置
を調べる） ■

ヒストグラム，代表値の必要性と意味を理解す
る

PrAC

3 ルーラーキャッチ（個数の等しい集団と傾向を比較
して説明する） ■

範囲の意味を理解する
代表値などを用いて説明する

PrAC

4
5

ルーラーキャッチ（個数の異なる集団を傾向を比較
してレポートを作成する）

相対度数の必要性と意味を理解する
［SGRAPA］

PrAC

6

7

8

お小遣いアップ大作戦（小遣い月額を親に上げても
らう台詞をデータを基に考えて説明する） ■

累積度数や累積相対度数の必要性と意味を理解
する［電卓］

PrPlAC

病院の待ち時間（待ち時間のデータからA,Bどちら
の病院に行くべきか考えて説明する）

累積度数や累積相対度数を活用して説明する
［電卓］

PrAC

9 いかさまダイス（偏重心のさいころを多数回振り，
相対度数が一定の値に収束することを理解する）

多数回の試行に基づいた確率の必要性と意味に
ついて理解する

PrPlDAC

10 教科書の問題（表計算ソフトで相対度数や累積相対
度数を算出して確率を求める）

相対度数や累積相対度数を求めて，確率を
求める［Googleスプレッドシート］

A

11
12

貸し出し靴を買い替えよう！（過去の貸出データか
ら上司に予算計上するための提案書を作成する）

相対度数を求め，これを確率とみなして未知の
状況を予測し，表現する［Googleスプレッド
シート・スライド］

PrDAC

■印：学級閉鎖で
オンデマンドの
学級あり
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 だ

12

第7-8時 待ち時間のデータからA,Bどちらの病院に
行くべきか考えて説明する

（一次データ：個々の患者の待ち時間データ）
二次データ：個々の患者の待ち時間データを整理した度数分布表



第9時 偏重心のさいころを多数回振り，相対度数が
一定の値に収束することを理解する

「いかさまダイス」をカップ
に入れて，同じ振り方で授業
中に600回程度振る．

スプレッドシートは北海道教育
大学附属旭川中の菅原大先生が
公開されたものをアレンジ．
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スプレッドシートは北海道教育
大学附属旭川中の菅原大先生が
公開されたものをアレンジ．

21回目～30回目で特定の目が出た回数（度数）を入力
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第9時 偏重心のさいころを多数回振り，相対度数が
一定の値に収束することを理解する

記述「回数が多くなるとだんだん直線に近づいていく」
15



第10時 表計算ソフトで相対度数や累積相対度数を
算出して確率を求める

→ 1～

相対度数を求める教科書の問題で，
生徒がスプレッドシートを用いる．
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第10時 表計算ソフトで相対度数や累積相対度数を
算出して確率を求める

累積相対度数を求める教科書の問題で，
生徒がスプレッドシートを用いる．
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第10時 表計算ソフトで相対度数や累積相対度数などを
算出して確率を求める

およその平均値を求める
教科書の問題で，生徒が
スプレッドシートを用い
る．
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活動の成果物とその考察

評価 評価規準など 具体的な姿の例

「おおむね
満足でき
る」状況
（B）

［評価規準］
多数の観察の結果を基にして，
不確定な事象の起こりやすさ
の傾向を読み取り，意思決定
した結果や根拠を表現するこ
とができる

作成したスライドやスプレッドシートに，計上する予算と，次
の(a)と (b)についての記述等がある
(a) (各サイズの足数÷234)×200，あるい(各サイズの足

数)÷31÷234×200×31などの計算
(b) 21.5cm以下の足数に6000円，22.0cm以上の足数に8000

円をかける計算

「十分満足
できる」状
況（A）

［判定するための視点の例］
根拠の簡潔さ
根拠の明瞭さ
根拠の的確さ

例えば上記Bの姿に加えて，スライドに次の記述があるもの
◎21.5cm以下と22.5cm以上の足数や小計額の区別
◎具体的な数や式 ◎微調整
◎目的に合った式，図表

※Bに関しては，些末な文章表現の落ちや誤りは気にしない．
※計算の誤りがあった場合には「B→C」あるいは「A→C」のように1段階下げる．
※スライド自体の美しさ，見やすさ，提出の早さなど，評価規準に関わらない点は評価の考慮に入れない．

PC操作が過度に苦手な生徒，事情のある生徒には，スライドの提出〆切を個別に相談して調整する．
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Bの生徒ア※計算の誤りがあった場合には「A→B」と1段階下げる．

◎具体的な数や式
◎目的に合った図表 →A



Cの生徒イ
△途中で終わっている．



Cの生徒イ

相対度数×200まではできている．
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Cの生徒ウ
△途中で終わっている．



Cの生徒ウ

「靴の数」の単位が「￥」と
なってしまい，混乱した可能性
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活動の成果物とその考察

→ 1～

Aの生徒エ

◎21.5cm以下と22.5cm以上の
足数や小計額の区別



活動の成果物とその考察

→ 1～

Aの生徒オ

◎21.5cm以下と22.5cm以上の足数や小計額の区別
◎具体的な数や式 ◎微調整
◎目的に合った図表
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Aの生徒カ

◎21.5cm以下と22.5cm以上の足数や小計額の区別
◎具体的な数や式 ◎微調整
◎目的に合った図表



考察（○）（推測，感想を含む）

• 上司に対して予算を計上するという，責任が伴うような
パフォーマンス課題において，相対度数を確率とみなして
意思決定する学習活動を生徒各自が自力で経験することができた．

• スプレッドシートを活用した学習活動を単元の終盤に複数回行い，
本実践に生かすことができた．

• 途中からは他者のスライドを見ながら活動できたため，
他者のスライドから評価・改善しながら活動することができた．

• 保護者に学習活動の報告をしたところ，キャリア形成に関わる
学習活動に共感が得られた．
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考察（△）（推測，感想を含む）

• 数学的な多様性，現実的な多様性があまりなかった．
• 二次データが離散量についてのものであった．

（中学校数学科は連続量を扱うことが中心）
• 多くのことを求める活動であり，やや高尚であったかもしれない．

（「十分満足」（A）が多い一方で，「努力を要する」（C）が次いで多かった）

• 問題場面において二次データである必要性が薄い．
社会的なリアルな二次データを採用できることが望ましい．

• 活動中に他者のスプレッドシートも見られたら，さらに評価・改
善に生かすことができそう．

• 「店長」の提案に対する「エリアマネージャー」からの返答が
あることが望ましい．
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研究の成果
（推測，感想を含む）

[研究の目的]

「二次データを基に意思決定する問題解決にICTを
活用する学習指導への示唆を得ること」とする．

二次データを基に意思決定する問題解決にICTを活用する学習指導
について，本実践を通して次の指導への示唆を得た．

• 二次データを基に意思決定する問題解決には，一次データを扱う
ことを前提とした統計アプリより表計算アプリが適している．

• 中学生向けに作られた統計アプリと比較して，一般的な表計算
アプリは多機能で中１生徒の使用に困難が伴いやすい．そのため，
単元等の学習の中で複数回使用する機会を設ける必要がある．
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今後の課題
（推測，感想を含む）

[研究の目的]

「二次データを基に意思決定する問題解決にICTを
活用する学習指導への示唆を得ること」とする．

今後の課題としては，次の点が挙げられる．

• 現実的な条件を意識した数学的モデリングの授業として
本実践をブラッシュアップすること

• 生徒一人一人が働かせる数学的な見方・考え方などによって
多様な意思決定が期待されるような教材を開発すること．
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中教審
「令和の日本型

学校教育答申」
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単元「データの分析と予測」の流れ

時 教材（主な活動） 学習のねらい［ICT］ 重視する相

1 ルーラーキャッチ（実験をする） データを収集する際の留意点を見いだす PrPlD

2 ルーラーキャッチ（全体の傾向をみる，自分の位置
を調べる） ■

ヒストグラム，代表値の必要性と意味を理解す
る

PrAC

3 ルーラーキャッチ（個数の等しい集団と傾向を比較
して説明する） ■

範囲の意味を理解する
代表値などを用いて説明する

PrAC

4
5

ルーラーキャッチ（個数の異なる集団を傾向を比較
してレポートを作成する）

相対度数の必要性と意味を理解する
［SGRAPA］

PrAC

6

7

8

お小遣いアップ大作戦（小遣い月額を親に上げても
らう台詞をデータを基に考えて説明する） ■

累積度数や累積相対度数の必要性と意味を理解
する［電卓］

PrPlAC

病院の待ち時間（待ち時間のデータからA,Bどちら
の病院に行くべきか考えて説明する）

累積度数や累積相対度数を活用して説明する
［電卓］

PrAC

9 いかさまダイス（偏重心のさいころを多数回振り，
相対度数が一定の値に収束することを理解する）

多数回の試行に基づいた確率の必要性と意味に
ついて理解する

PrPlDAC

10 教科書の問題（表計算ソフトで相対度数や累積相対
度数を算出して確率を求める）

相対度数や累積相対度数を求めて，確率を
求める［Googleスプレッドシート］

A

11
12

貸し出し靴を買い替えよう！（過去の貸出データか
ら上司に予算計上するための提案書を作成する）

相対度数を求め，これを確率とみなして未知の
状況を予測し，表現する［Googleスプレッド
シート・スライド］

PrDAC

■印：学級閉鎖で
オンデマンドの
学級あり



活動の成果物とその考察

評価 評価規準など 具体的な姿の例

「おおむね満足
できる」状況
（B）

［評価規準］
多数の観察の結果を基に
して，不確定な事象の起
こりやすさの傾向を読み
取り，意思決定した結果
や根拠を表現することが
できる

作成したスライドやスプレッドシートに，計上する予算と，次
の(a)と (b)についての記述等がある
(a) (各サイズの足数÷234)×200，あるい(各サイズの足

数)÷31÷234×200×31などの計算
(b) 21.5cm以下の足数に6000円，22.0cm以上の足数に

8000円をかける計算

「十分満足でき
る」状況（A）

［判定するための視点］
根拠の簡潔さ
根拠の明瞭さ
根拠の的確さ

例えば，上記Bの姿に加えて，スライドに次の記述があるもの
・21.5cm以下と22.5cm以上の足数や小計額の区別
・具体的な数や式
・目的に合った式，図表

※Bに関しては，些末な文章表現の落ちや誤りは気にしない．
※計算の誤りがあった場合には「B→C」あるいは「A→C」のように1段階下げる．
※スライド自体の美しさ，見やすさ，提出の早さなど，評価規準に関わらない点は評価の考慮に入れない．

PC操作が過度に苦手な生徒，事情のある生徒には，スライドの提出〆切を個別に相談して調整する．


